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が見られ，Col-0 では Toll and interleukin receptor
nucleotide binding leucine rich repeat（TIR-NB-
LRR）をコードする 4つの遺伝子（NLR1-4）がタンデ
ムに並ぶのに対し，Bu-5では Col-0とは配列が異なる





相補試験を行った。その結果，Bu-5の NLR を Col-0
に導入した形質転換体は塩馴化後浸透圧耐性を示さな

















































こで，70 accessionについて AQUOS遺伝子座を PCR
によりクローニングし，塩基配列を決定した。その結




AQUOSとは異なる NLRを 1つのみ有する accession
が大部分（71%）を占めており，これらの accessionは
全て塩馴化後浸透圧耐性を示した。一方，Col-0のよう




す accession が存在していた。Col-0 型 accession と




































































































平成 28年 2月 1日（月）16時 30分から本専攻がバ
イオサイエンス専攻大学院大講義室にて開催した学位請
求のための公開発表会で，学位請求者有賀裕剛氏は，40
分間の口頭発表を行い，その後 20分間の質疑応答を受
けた。発表終了後，主査，副査と専攻委員による審査会
議を開催し，提出論文の内容と本人発表ならびに質疑応
答について慎重に審査した。その結果，学位請求者の経
歴や学術業績が学位記申請の要項を満たしており，質疑
に対する応答が適切だと判断した。さらに，公表論文に
関与した共同研究者との間で学位取得に関して問題がな
いことを確認し，当該学位請求論文の内容が学位授与に
相当することを全員一致で評決した。
よって，審査員一同は博士（バイオサイエンス）の学
位を授与する価値があると判断した。
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